
食・環境教育部会 公開授業参観 

 

 

 

食・環境教育部会が、小野市の中学校において全校生

による公開授業「収穫祭」を参観しました。 

 １年生は「サラダ」、２年生は「うどん」、３年生は「カ

レー」を調理しました。当日使われた食材は、学校にお

いて生徒たちが無農薬で手塩にかけて栽培した食材が

中心でした。 

 

特に２年生では、地域のたくさんの方々をゲストテ

ィーチャーとしてお招きし、地元産の小麦を使って、

うどんづくりに挑戦しました。 

ゲストティーチャーから指導を受けながら、生徒た

ちはいきいきと、とりくんでいました。近隣の特別支

援学校中等部の生徒たちも収穫祭に参加し、いろいろ

なことを体験していました。 

最後には、自校栽培の夏野菜（タマネギ、ジャガイモ、トマト、キュウリなど）をた

っぷり使ったカレーとサラダを、生徒たちと地域の方々とで美味しくいただきました。 

 

その後の研究討議では、「学校だけではできないこと

を、地域の手を借りて成し遂げられたすばらしい食育の

実践だった」「これだけの大掛かりな準備をよくされて

いた」などの感想が寄せられました。 

食材の栽培と調理に携わることで、人々への感謝の気

持ちを再確認するとともに、食育についての貴重な体験

となったことと思います。 
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